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令和５年度 生坂村 村政アンケート 

 

◇ ◇ ◇ アンケート調査へのご協力のお願い ◇ ◇ ◇ 

 

日頃から村行政にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

さて、生坂村では今年度、５月に村政懇談会を、７月から８月にかけては脱炭素事業に関する村民

説明会をそれぞれ開催し、村の事業内容や脱炭素事業の取組方針等について説明するとともに、村民

の皆様からご意見やご要望をお伺いしてきました。 

今回は、様々な事情により村政懇談会や村民説明会に参加できなかった方も含め、より多くの村民

の方から、村の取組方針についてご意見をお伺いするため、全戸配布のアンケートを実施することと

いたしました。 

村民の皆様との協働による村づくりを進めていくために、皆様からいただいたご意見を村政の参

考とさせていきたいと考えておりますので、アンケートへのご協力をお願いいたします。 

なお、このアンケートの集計結果につきましては、広報いくさか 10月号（10月 25日発行）に掲載

する予定です。 

 

 令和５年８月 

生坂村 村づくり推進室 

 

【ご記入にあたってのお願い】 

１ 記入方法 

  アンケートの回答は、この用紙に直接ご記入ください。 

筆記用具は鉛筆やボールペンなど、どのようなものでも構いません。 

２ アンケート対象者 

  生坂村内の全世帯 

３ アンケート回答者（記入者） 

 ① 【問１】～【問 1５】 

   世帯を代表してお一人の方が回答（記入）してください。 

 ②【問 1６】 

   現在村内在住で、小学５年生以上、2９歳以下の方全員が回答（記入）してください。 

４ 回収方法 

  同封の茶封筒（角２）に、記入した調査票を入れて、令和５年９月 11日（月）までに常会長へ提出 

してください。 

５ ご提出いただいた回答について 

  アンケートは無記名で行いますので、回答者が特定されることはありません。 

 

 

【アンケートに関するお問い合わせ】 生坂村役場 村づくり推進室 

電話 0263-69-3111 
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 １ 脱炭素事業について                                                      

 世界中で地球温暖化に起因すると思われる異常気象が頻発する中、日本、そしてここ生坂村も例

外ではなく、激甚化した台風や大雨よる倒木や停電、土砂災害のほか、高温や降雹などによって、

村民や事業者の安全・安心な生活が脅かされつつあります。 

生坂村は、美しい自然と、いつまでも安心安全な生活を送ることができる環境を将来の世代へ

つないでいくために、太陽光発電や小水力発電、木質バイオマスの活用など、再生可能エネルギ

ーの導入に積極的に取り組み、2030 年までに民生部門のゼロカーボン実現を目指します。また、

脱炭素事業の実施によって、村内経済の活性化や産業・雇用の創出、村民生活と地域レジリエン

ス（災害などの困難にうまく対処し回復する力）の向上を目指します。こうした村の取組方針に

ついて、皆さんにお尋ねします。 

【問１】 

生坂村に、太陽光発電や小水力発電、木質バイオマスの活用など、脱炭素実現に向けた取り組みは必

要だと思いますか。それとも、不必要だと思いますか。次の選択肢のいずれかに○をつけてください。 

ア 必要 イ どちらかと言えば必要 ウ わからない 

エ どちらかと言えば不必要 オ 不必要  

 

 

生坂村では、村内の約７割を山林が占めていますが、現状では管理が行き届いていないエリア

が多く、山林の荒廃や農作物等への有害鳥獣被害、倒木や土砂災害の発生などが大きな地域課題

となっています。これらの課題を継続的に解決していくためには、適切な山林管理とそこで生じ

る木質バイオマスの有効活用が必要です。 

現在、脱炭素事業の一環として、村では木質ペレット製造工場の建設と民家・民間事業所・公

共施設へのペレットストーブの導入、やまなみ荘の木質バイオマスボイラー化を計画しています。 

村が計画しているこれらの木質バイオマスの活用方法について、皆さんにお尋ねします。 

【問２】 

現在、冬場に各家庭で使用している石油ストーブなど化石燃料を使用した暖房機器を、木質バイオマス

ストーブに転換する場合、次のうちどの燃料材を希望しますか。次の選択肢のいずれかに○をつけてくださ

い。 

ア 薪 イ 木質チップ ウ 木質ペレット 

エ わからない 
オ 木質バイオマスであれば 

どれでもよい 

カ 化石燃料からの脱却を 

希望しない 

 

【問３】 

生坂村では、環境省「地域脱炭素移行・再エネ推進交付金」を活用して、令和６年度から令和１０年度

までの間、以下の事業に取り組んでまいります。 

脱炭素事業全般について、ご意見やご要望などがございましたら、以下の選択肢（事業名）のいずれか

に○をつけたうえ空欄にご記入ください。（複数選択可、自由記入） 

ア 民家への太陽光パネル 

設置 

イ 遊休地等への太陽光 

パネル設置 

ウ 公用車等 EV 化、 

シェアリング 

エ 木質バイオマス活用 オ 民家断熱改修 カ 自営線マイクログリッド 

キ 小水力発電 ク その他【                    】 
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 ２ 生坂村の将来のあり方について                                                         

【問４】 

将来、生坂村はどういう場所・環境がいいと考えますか。次の選択肢のうち、当てはまるものすべてに〇

をしてください（複数回答）。また、具体的なご意見がある場合は、空欄にご記入ください。（自由記入） 

ア 健やかに子どもが育ち学び続けられる村 カ 山林が管理され動物とも共存している村 

イ みんなが元気でにこにこ暮らせる村 キ 全国的に見て自慢のネタがある村 

ウ 気持ち良くゆったり暮らせる村 ク 子どもが住み続けたいと思える村 

エ 活気にあふれにぎわいに満ちた村 ケ 一人ひとりが健やかに生き生き暮らせる村 

オ 自然豊かで美しい風景が広がる村 コ 災害時にも安心できる設備や基盤のある村 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 村の環境行政について                                                               

【問５】 

今後、生坂村で実施してほしい環境分野の施策はありますか。次の選択肢のうち、当てはまるものすべ

てに〇をしてください（複数回答）。また、具体的なご意見がある場合は、空欄にご記入ください。 

ア 薪・ペレットストーブの購入補助 ク 省エネ家電の購入補助 

イ 太陽光発電設備の設置補助金の拡充 ケ ＥＶ車の購入補助 

ウ 蓄電池の設置補助金の拡充 コ エコキュートの導入費用補助 

エ 雨水貯留施設の設置費用補助金の拡充 サ ＬＥＤ照明の購入補助 

オ 家庭用コンポスト容器購入補助の拡充 シ 特になし 

カ 高密度・高断熱住宅の新築・改修補助 ス わからない 

キ 太陽熱温水器設置補助金の拡充  セ その他【            】 
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 ４ 家庭ごみ・資源物等について                                                   

【問６】 

家庭用ごみ・資源物の分別について、当てはまるものに１つだけ〇をしてください。 

 

ア 分別方法など、現状のままでよい イ 資源物の分別を、もっと細かく 

分別した方がよい 

ウ その他【                                  】 

 

【問７】 

家庭ごみ等を集積所に出せる回数について、当てはまるものに１つだけ〇をしてください。 

 

ア 種類別に集積所に出せる回数は、現状のままでよい 

イ 分別の種類によっては出せる回数を増やしてほしい（回数を増やしてほしい分類に○） 

 ①可燃類 ②缶・金属類 ③ビン類 ④紙類 

 ⑤布類 ⑥ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ・ﾌﾟﾗ類 ⑦その他【              】 

ウ その他【                                  】 

 

 ５ やまなみ荘について                                                        

【問８】 

やまなみ荘の運営方針について、当てはまるものに１つだけ〇をしてください。 

 

ア 今までどおり、村で運営した方がよい  

イ 指定管理者制度により運営した方がよい  

① できるだけ早い時期 ② ３年～５年以内 ③ それ以外 

ウ その他【                                  】 

 

 ６ 道の駅いくさかの郷について                                                 

【問９】 

道の駅いくさかの郷の運営方針について、当てはまるものに１つだけ〇をしてください。 

ア 今までどおり、村で運営した方がよい  

イ 指定管理者制度により運営した方がよい  

① できるだけ早い時期 ② ３年～５年以内 ③ それ以外 

ウ その他【                                  】 
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 ７ 高津屋森林公園について                                                 

【問 10】 

高津屋森林公園の運営方針について、当てはまるものに１つだけ〇をしてください。 

ア 今までどおり、村で運営した方がよい  

イ 指定管理者制度により運営した方がよい  

① できるだけ早い時期 ② ３年～５年以内 ③ それ以外 

ウ その他【                                  】 

 

 ８ 旧平林家住宅（一星亭）の保存・活用について                                   

「旧平林家住宅」は、江戸時代に当地の庄屋（屋号：一星）を務めた平林家の住宅であり、日本の近代

化に重要な「破産法」の生みの親で、中央大学初代総長等を務めた加藤正治の生家でもあり、当村を代

表する歴史文化遺産です。令和元年に主屋や土蔵等６棟が、村内初の国登録有形文化財に登録されま

した。 

村では、貴重な歴史文化遺産を末永く保存し、後世に継承していくため、令和４年に一星亭活用事業

検討会議を設置し、保存や活用方法について検討を始めています。 

 

【問 11】 

国の登録有形文化財である「旧平林家住宅（一星亭）」が上生坂地区にあることを知っていましたか。 

ア 知っていた （→問 12～問 15 へ） 

イ 知らなかった（→問 1４～問 15 へ） 

 

 

【問 12】 

「旧平林家住宅（一星亭）」が、本村出身の法学者・加藤正治の生家であることを知っていましたか。 

ア 知っていた 

イ 知らなかった 

 

 

【問 13】 

「旧平林家住宅（一星亭）」の保存・活用に向けて、村で活用方策を検討していることを知っていましたか。 

ア 知っていた 

イ 知らなかった 

 

 

【問 14】 

「旧平林家住宅（一星亭）」の具体的な活用方法について、どのような形が望ましいと思いますか。 

ア 観光施設（交流・体験・宿泊施設） イ 食堂・カフェ・レストラン ウ 資料館･図書館 

エ 子どもの居場所 オ 希望しない  

カ その他【                                   】 
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【問 15】 

令和５年度から県の地域発元気づくり支援金を活用して、住民の皆様と協働で、建物内部の片づけ・整

理、学習会や講演会などを開催する予定ですが、参加してみたいと思いますか。 

ア 参加してみたい 

イ 参加したくない 

 

 

 ９ 若い世代が考える生坂村の将来像について                                     

※この設問は、小学５年生以上、２９歳以下の方全員がご回答ください。 

令和４年６月にこども基本法が成立し、市町村等は「こども計画」の策定が努力義務とされています。ま

た新法では、計画策定等において子どもの意見を反映することを、国や地方公共団体に対し義務付ける規

定が設けられました。令和５年秋頃に国は、これまで別々に策定されてきていた「少子化社会対策大綱」

「子供・若者育成支援推進大綱」「子供の貧困対策に関する大綱」を一元化し、「こども大綱」を策定する予

定で、市町村は国の「こども大綱」及び県の「こども計画」を勘案し、村の「こども計画」策定することになっ

ています。 

今後、国や県の動向に合わせて具体的な調査を改めて行う予定ですが、その前段階として、若い世代の

皆さんがどのような生坂村の将来像を思い描いているのか、お伺いします。 

 

【問 16】 

あなたの年代と、将来の生坂村について大事だと思うことやキーワード、理想とする村のイメージや希望・

期待を教えてください。 

 

記入例 

【年代】 

ア 小学生 イ 中学生 ウ 高校生 

エ 専門学生、大学生等 オ 社会人 カ その他【       】 

【自由記載欄】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※→次ページの①～④欄にご記入ください。 

 

・ピザおやきが食べたい。 

・アルプス公園のような、アスレチックの場所を作って欲しい。 

・サイクリングコース、自転車ロードレースコースがあるといい。 

・意見箱を集会場の外に設置して欲しい。 

・豊かな自然がずっと残ってほしい。 

・もっとぶどうが有名になってほしい。 
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①【年代】 

ア 小学生 イ 中学生 ウ 高校生 

エ 専門学生、大学生等 オ 社会人 カ その他【       】 

①【自由記載欄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【年代】 

ア 小学生 イ 中学生 ウ 高校生 

エ 専門学生、大学生等 オ 社会人 カ その他【       】 

②【自由記載欄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③【年代】 

ア 小学生 イ 中学生 ウ 高校生 

エ 専門学生、大学生等 オ 社会人 カ その他【       】 

③【自由記載欄】 
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④【年代】 

ア 小学生 イ 中学生 ウ 高校生 

エ 専門学生、大学生等 オ 社会人 カ その他【       】 

④【自由記載欄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アンケートは以上です。ご協力、誠にありがとうございました。 

  

カラットリン 

このアンケートについてのお問い合わせ先 

生坂村役場 村づくり推進室 

電話：0263-69-3111 Mail：kaikeikanri@vill.ikusaka.nagano.jp 

 


